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古

代

の

戸

籍

日
本
古
代
戸
籍
の
源
流
を
さ
ぐ
る

Ｉ

は

じ

め

に

わ
が
国
の
古
代
に
お
い
て
中
国
文
化
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
変
容
さ
れ

た
か
、
本
稿
で
は
古
代
の
戸
籍
や
戸
籍
制
度
を
通
し
て
み
て
み
た
い
と
思
う
。

わ
が
国
の
戸
籍
の
制
度
は
中
国
か
ら
直
移
入
さ
れ
た
も
の
か
、
当
時
の
朝
鮮

か
ら
の
帰
化
人
の
手
を
経
て
入
っ
て
き
た
も
の
か
、
不
明
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
の
便
を
は
か
る
た
め
古
代
に
お
け
る
中

国
、
朝
鮮
、
日
本
の
戸
籍
や
戸
籍
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
や
内
容
を
調
べ
、

比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
れ
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

本
稿
は
「
戸
籍
時
報
」
に
連
載
中
の
平
田
敬
二
氏
の
厖
大
な
″
古
代
の
戸
籍
"

か
ら
抄
出
、
要
約
し
、
本
報
告
の
紙
幅
が
許
さ
れ
る
範
囲
で
私

古
代
の
戸
籍
に
つ
い
て
、
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

な
り
に
ま
と
め
、

」
れ
ま
で
の
拙
稿

や
拙
著
で
古
代
戸
籍
に
つ
い
て
述
べ
た
面
に
つ
い
て
は
再
掲
し
な
い
。

*
古
代
の
戸
籍
"
は
、
本
稿
執
筆
時
の
平
成
二
年
八
月
現
在
、
�
報
二
六
八
頁
に
及
び

連
載
中
。
そ
の
構
成
に
っ
い
て
は
本
橋
の
終
り
に
掲
げ
る
。
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一
、
古

代

中

国

広
大
な
領
土
に
常
に
億
を
超
す
世
界
最
大
の
人
口
を
擁
し
て
き
た
中
国
で
は

人
頭
税
が
国
家
財
政
の
基
盤
で
あ
っ
た
唐
末
ま
で
の
古
代
に
お
い
て
、
戸
籍
制

度
が
、
中
央
集
権
的
官
僚
機
構
に
よ
っ
て
常
に
整
備
し
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
れ

は
エ
ジ
プ
ト
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に
比
べ
る
と
驚
嘆
に
価
す
る
も
の
で

あ
る
。
1
、
中
国
戸
籍
の
源
流

戸
籍
が
中
国
に
古
く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
は
、
周
公
(
周

の
有
能
な
政
治
家
)
の
制
定
と
伝
え
ら
れ
る
『
周
礼
』
で
あ
る
。
『
周
礼
』
に
「
版
」

-

と
い
う
一
種
の
戸
籍
が
出
て
く
る
の
が
文
献
の
土
で
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
ま
れ
て
歯
が
生
え
揃
っ
た
男
女
を
「
版
」
に
登
録
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
代
の
も
の
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
戸
籍
が
公
定

の
戸
籍
制
度
と
し
て
恒
常
的
に
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
わ
れ

る
。2
、
古
代
戸
籍
制
度
の
成
立
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㈲

戦
国
・
秦
代
の
戸
籍

『
史
記
』
は
、
巻
六
の
始
皇
本
紀
巻
末
の
「
秦
記
」
に
献
公
一
〇
年
(
前
三

で
あ
る
。

一
九
七
五
年
、
湖
北

棺
か
ら
発
見
さ
れ
た
竹

そ
こ
に
は
秦
の
戸
口
(

省
江
陵
地
区
に
あ
る
霊
夢
県
睡
虎
地
の
十
一
号
秦
墓
の

簡
の
な
か
に
、
爰
書
(
訴
訟
文
書
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、

家
族
)
把
握
と
資
産
登
録
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
爰
書
の
書
式
に
よ
っ
て
秦
の
戸
籍
の
戸
口
排
列
が
戸
主
・
妻
・
子
・
奴
婢

の
順
で
あ
り
、
子
は
男
↓
女
の
順
で
は
な
く
年
齢
順
で
、
そ
の
年
齢
は
実
際
の

年
齢
で
は
な
く
、
身
長
に
よ
っ
て
大
・
小
に
区
分
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ほ
か
の
爰
書
に
よ
る
と
、
男
子
の
逃
亡
に
は
詳
し
い
往
記
が
な
さ
れ
、
そ
の

こ
と
か
ら
戸
籍
が
単
な
る
戸
口
調
査
台
帳
か
ら
、
租
税
台
帳
や
資
産
調
査
台
帳

を
兼
ね
た
総
合
的
な
民
政
の
基
本
台
帳
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
そ
の
後
、
戸
籍
は
戸
口
と
土
地
の
台
帳
と
し
て
の
「
戸
籍
」
と
、
租
税

の
台
帳
で
あ
る
「
計
帳
」
に
分
化
し
、
こ
の
二
つ
の
原
簿
に
も
と
づ
い
て
種
々

の
付
属
台
帳
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
上
う
な
人
民
掌
握
は
県
・
里

と
い
う
行
政
組
織
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
厳
し
い
罰
則
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。

な
お
『
史
記
』
の
始
皇
本
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
始
皇
十
六
年
(
前
二
四
〇
)

の
記
事
に
上
る
と
、
「
は
じ
め
て
、
戸
籍
に
男
子
の
年
を
記
載
さ
せ
た
」
と
あ
り
、

秦
で
戸
籍
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
百
数
十
年
の
後
、
男
子
の
年
齢
登

録
が
は
じ
め
て
義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
始
皇
三
一
年
(
前
ニ
一
六
)
に
は
土
地

の
自
己
申
告
制
が
始
ま
り
、
人
と
土
地
の
台
帳
と
い
う
戸
籍
の
基
本
的
性
格
が

一

出
揃
っ
た
。

㈲

漢
代
の
戸
籍

漢
の
戸
籍
制
度
で
は
、
毎
年
八
月
、
人
民
を
一
人
残
ら
ず
県
城
に
召
集
し
て

χ

、

-

首
実
験
を
行
う
案
比
と
い
う
戸
口
調
査
に
よ
っ
て
戸
籍
が
作
成
さ
れ
た
。
案
比

の
後
、
算
人
と
よ
ば
れ
る
人
頭
税
を
賦
課
す
る
作
果
が
進
め
ら
れ
、
戸
籍
を
も

と
に
種
々
の
帳
簿
が
整
え
ら
れ
た
。
漢
代
は
銭
貨
の
流
通
の
最
も
発
達
し
た
時

代
で
、
貨
幣
に
よ
る
財
産
税
収
取
の
た
め
に
各
人
の
資
産
評
価
が
行
わ
れ
、
そ

の
た
め
付
属
帳
簿
群
の
作
成
が
不
可
欠
と
な
り
戸
籍
は
純
粋
に
名
籍
と
し
て
作

成
さ
れ
た
。
そ
の
頃
か
ら
紙
が
利
用
さ
れ
始
め
た
が
一
般
に
は
ま
だ
簡
牘
が
用

い
ら
れ
て
い
た
。

一
丸
七
三
年
に
、
湖
北
省
江
陵
県
鳳
凰
山
十
号
漢
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
満
代

の
簡
牘
(
竹
・
本
の
木
簡
)
の
中
に
戸
籍
か
ら
作
成
し
た
付
属
帳
簿
も
含
ま
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
前
漢
出
土
の
竹
簡
に
よ
る
と
、
子
列
の
記
載
順
位
は
男
女
の
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別
な
く
年
齢
順
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
戸
口
記
載
を
主
と
し
た
前
漢
時
代
の
戸

籍
制
度
は
、
秦
の
そ
れ
を
継
承
し
、
さ
ら
に
資
産
の
登
録
評
価
の
実
施
等
、
人

民
の
掌
握
を
維
力
に
実
現
し
、
古
代
中
国
の
人
民
支
配
の
基
礎
は
前
漢
の
時
代

に
固
め
ら
れ
た
。

3
、
古
代
戸
籍
制
度
の
変
質

二
二
〇
年
、
後
漢
の
滅
亡
後
、
魏
・
蜀
・
呉
の
三
国
時
代
が
始
ま
っ
た
が
呉

が
滅
さ
れ
西
晋
が
建
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
西
晋
も
滅
さ
れ
江
南
に
い
た
晋
の
一

族
が
東
晋
を
建
て
る
。
後
漢
末
以
来
、
北
方
の
異
民
族
は
十
六
の
短
命
な
国
家

が
興
亡
し
た
の
で
こ
の
時
代
を
五
胡
十
六
国
時
代
と
い
う
が
こ
の
中
に
後
述

j
の
西
涼
が
含
ま
れ
る
、
こ
れ
ら
古
代
中
国
史
は
復
雑
な
の
で
図
-
1
を
掲
げ
、

理
解
の
便
を
は
か
り
た
い
。
図
-
I
中
、
北
魏
以
後
の
王
朝
を
北
朝
と
い
う
。

晋
が
滅
び
る
と
漢
民
族
は
江
南
に
逃
れ
、
以
後
、
江
南
に
は
宋
・
斉
・
梁
・
陣

の
南
朝
が
で
き
る
。
南
朝
と
北
朝
が
対
立
し
た
約
一
五
〇
年
を
南
北
朝
時
代
と

|

七
五
)
の
こ
と
と
し
て
「
戸
籍
を
為
り
、
五
軒
組
(
相
互
検
察
の
隣
保
組
織
)

を
整
え
た
」
(
為
　
戸
籍
　
相
伍
)
と
い
う
記
事
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
中
国

丿

史
上
、
文
献
に
現
れ
た
戸
籍
の
語
の
初
見
で
あ
る
。
戦
国
列
強
は
競
っ
て
国
勢

調
査
を
実
施
し
、
各
種
の
統
計
を
作
っ
た
が
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
が
戸
籍
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い
う
。
江
南
で
は
三
国
時
代
の
呉
以
来
六
つ

の
王
朝
が
交
替
し
た
の
で
六
朝
と
い
う
。
以

上
の
よ
う
に
漢
帝
国
の
滅
亡
後
、
魏
・
晋
・

南
北
朝
の
分
裂
時
代
を
迎
え
、
古
代
戸
籍
制

度
は
変
容
し
て
い
く
。
そ
こ
で
、

㈲
漢
民
族
の
魏
・
晋
・
南
朝
の
時
代

㈲
北

方
民
族
の
進
出
に
よ
っ
て
混
乱
し
た
華
北
の

五
胡
十
六
国
時
代

㈲
華
北
に
展
開
し
た
北

朝
時
代
、
の
三
つ
に
分
け
て
古
代
戸
籍
制
度

の
変
質
を
概
観
し
上
う
。

㈲

魏
・
晋
・
南
朝
(
三
国
・
六
朝
)
の

戸
籍
○
魏魏
の
時
代
に
な
る
と
豪
族
は
大
土
地
を
所

有
し
、
身
分
制
に
よ
る
貴
族
階
級
の
支
配
を

社
会
全
体
に
徹
底
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
土
族
と
庶
民
と
の
身
分
格
差
が
広

が
り
、
偽
籍
に
よ
る
土
族
身
分
の
獲
得
が
横

行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
時
の
戸
籍
は

現
存
し
な
い
の
で
、
文
献
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
す
る
し
か
な
い
。

○
西
晋

丿

晋
の
民
法
に
当
た
る
晋
令
の
規
定
に
よ
る

と
、
「
郡
・
国
の
諸
戸
口
の
黄
籍
は
、
皆
一
尺

二
寸
の
札
を
用
い
よ
」
と
あ
り
、
戸
籍
の
書

写
材
料
と
し
て
三
〇
セ
ン
チ
弱
の
木
札
=
木

簡
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
晋
で
も
土
籍
に
は
す
で
に
紙
を
用
い
て

い
る
か
ら
、
黄
籍
す
な
わ
ち
庶
民
の
籍
が
木
簡
を
用
い
た
戸
籍
の
最
後
で
あ

ろ
う
。

○
東
晋
・
南
朝

(
1
3
)

本
籍
に
居
住
す
る
正
式
の
戸
籍
は
す
べ
て
黄
籍
(
後
漢
に
お
い
て
紙
が
発
明

さ
れ
て
以
来
、
人
民
の
民
籍
は
防
虫
効
果
の
あ
る
黄
蘗
で
染
め
た
紙
を
用
い
る

よ
う
定
め
ら
れ
た
ら
し
い
の
で
黄
籍
と
い
う
)
と
し
、
華
北
か
ら
の
南
遷
者
に

は
白
紙
を
用
い
る

'
(
白
籍
と
い
う
)
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
東
晋
・
南
朝
の
戸
籍

に
関
係
す
る
秦
文
(
上
申
書
)
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。
①
紙
が
一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戸
籍
に
朱
筆
の
書
き
込
み
が
加

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
②
紙
の
継
目
に
、
戸
籍
名
(
行
政
上
の
所
属
)
な

ど
の
注
記
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
③
土
族
の
籍
で
は
、
父
・
祖
父
・
曾

祖
父
か
ら
の
任
官
記
事
が
重
要
な
記
載
事
項
と
さ
れ
、
戸
籍
に
そ
の
時
の
詔
の

目
付
が
注
記
さ
れ
、
そ
の
籍
注
が
身
分
特
権
の
根
拠
と
さ
れ
る
上
う
に

な
っ
た
。
④
戸
籍
は
三
年
に
一
度
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
現
存
す
る
唐
代
の
戸
籍
に
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
唐
制
へ
の
連
統
制
が
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

東
晋
・
南
朝
に
な
る
と
租
税
は
戸
調
と
い
う
戸
を
単
位
と
す
る
課
税
が
主
流

-

と
な
る
の
で
ノ
戸
籍
の
機
能
が
漢
代
の
人
頭
税
に
よ
る
個
別
人
身
支
配
が
後
退

れ

一

一

一
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し
、
身
分
台
帳
と
し
て
の
性
格
が
押
し
出
さ
れ
て
古
代
戸
籍
制
度
が
か
な
り
変

わ
る
。
す
な
わ
ち
束
晋
で
は
太
元
年
間
(
三
七
六
～
三
元
六
)
に
士
族
の
系
譜

七
言
一
巻
を
完
成
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
貴
族
制
の
発
展
が
頂
点
に
達
し
た

こ
と
を
物
語
り
、
南
朝
で
は
数
十
年
か
ら
百
年
こ
一
百
年
前
の
戸
籍
が
呆
存
さ

と
を
物
語
り
、
南
朝
で
は
数
十
年
か
ら
百
年
・
二
百
年
前
の
戸
籍
が
保
存
さ

I検
籍
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
身
分
制
を
強
く
意
識
し
た
時
代
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
の
よ
う
に
身
分
を
公
的
に
証
明
す
る
も
の
と
し
て
戸
籍
が
支
配
権
力
に
重

|

|
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2 敦煌郡敦煌県西宕郷高昌里戸籍(断簡)図

(
、

前

欠

)

敦
煌
郡
敦
煌
縣
西
宕
郷
高
昌
里
散
呂
沾
年
五
十
六

妻
趙
年
三
-

息
男
元
年
十
七

-

-

元
男
弟
騰
年
七
本
名
臘

-

臘
女
妹
華
年
二

建

初

十

二

年

敦
煌
郡
敦
煌
縣
西
宕
郷
高
昌
里
兵
呂
徳
年
五

唐
妻
年
一
-

息
男
年
十
七

-

-

男
弟
受
年
十

-

-

受
女
妹
媚
年
六

-媚
男
弟
興
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図一3 居廷広地南部候長見官兵釜

磑月言簿漢の永元五(九

三年)(木簡帳簿)

(池田温『中国古代籍帳研究』305頁)出所

四

視
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
一
方
で
戸
籍
の
作

偽
を
生
じ
さ
せ
る
結
果

と
な
っ
た
。
そ
の
実
態

は
戸
籍
注
記
す
る
爵

位
や
士
の
身
分
を
書
き

替
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

㈲

十
六
国
の
戸
籍

五
胡
十
六
国
の
時
代

は
、
中
国
史
上
、
最
も

政
権
が
不
安
定
で
相
つ
ぐ
戦
乱
に
よ
っ
て
国
家
が
長
期
存
立
し
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
国
は
人
民
支
配
の
原
簿
で
あ
る
戸
籍
を
作
成
し
て

統
治
の
貫
徹
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。

-十
六
国
の
時
代
の
戸
籍
制
度
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
正
史
で
は
確
認
で
き
な
い

が
、
そ
の
こ
ろ
の
戸
籍
の
原
本
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
そ
の
内
容
を

類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
戸
籍
原
本
と
い
う
の
は
、
紙
に
書
か
れ
た
中
国

-

宍

最
古
の
現
存
す
る
戸
籍
と
し
て
著
名
な
ス
タ
イ
ン
探
検
隊
に
よ
っ
て
敦
煌
で
発

見
さ
れ
た
西
涼
の
建
初
十
二
年
(
四
一
六
)
の
戸
籍
断
簡
(
切
り
離
さ
れ
て
、
、
ハ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
文
書
)
を
い
い
、
現
在
、
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

o
西
涼
戸
籍

西
涼
戸
籍
は
、
一
九
一
五
年
に
ラ
イ
オ
ネ
ル
ー
ジ
ャ
イ
ル
ズ
(
口
o
n
e
l

G
i
l
e
s
)

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
世
界
の
学
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

日
本
で
も
中
国
古
代
史
の
学
者
が
論
文
を
発
表
し
て
い
る
が
、
次
に
西
涼
籍
を

掲
げ
る
。

西
涼
籍
を
見
る
と
　
戸
口
の
続
柄
表
記
は
、
前
の
行
に
書
か
れ
た
家
族
と
の

関
係
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
西
晋
以
前
の
庶
民
の
戸
籍
が
木
簡
に
上
っ
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図一4 西魏(北朝)大統13年(547)計帳(=戸籍)

(
前

欠
)

-

戸
主
劉
文
成
己
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生
年
参
拾
究

蘯
寇
将
軍
課

一
戸

上

妻
任
舎
女
申
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生
年
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拾
肆
　
臺
資
妻

息
男
子
可
乙
卯
生
年
拾
参

中
男

息
男
子
義
丁
巳
生
年
拾
壹
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男
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女
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利
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年
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辛
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″
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渠

南
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醜
奴

一
段
廿
畝
正

舎
東
二
歩

東
至
侯
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生

西
至
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南
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渠

右
件
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段
文
成
分
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正
足
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口
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中
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口
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七
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一
丁
男

一
丁
妻

筆
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に
よ
る
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て
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
木
簡
戸
籍
が
各
戸
口
の
名
籍
を
紐
で
連
結
し
て
作
ら

れ
紐
が
切
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
り
、
順
序
が
違
っ
て
い
た
場
合
に
紐
を
解

い
て
並
べ
変
え
た
り
す
る
と
き
原
型
に
復
し
や
す
い
よ
う
に
木
簡
一
枚
一
枚
に

直
前
の
札
と
の
関
係
を
記
載
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
木
簡
戸
籍
が
外
見
上
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
、
参
考
の
た
め
に

四
頁
に
図
-
3
を
掲
げ
て
お
い
た
。

四
頁
図
-
2
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
西
涼
の
戸
籍
に
木
簡
戸
籍
の
記
載
書
式
が

そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
各
戸
が
本
の
札
に
書
い
て
捏
出

し
た
木
簡
の
家
族
調
書
(
こ
れ
を
手
実
と
い
う
)
を
地
方
官
衙
で
改
め
て
紙
に

清
書
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
西
涼
戸
籍
の
原
本
写
真
を
み
る
と
、
い

I

ず
れ
も
一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
推
測
は
充
分
成
立
す
る
と
い
わ

れ
る
。
な
お
西
涼
戸
籍
は
、
敦
煌
と
い
う
辺
境
の
地
に
お
け
る
籍
で
あ
る
の
で
、
こ

の
戸
籍
を
当
代
の
一
般
民
籍
と
簡
単
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
だ
。

(c)

北
朝
の
戸
籍

出
密
接
な
関
連
を
も
つ
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
制
度
は
、
隋
・
唐
の
国
家

支
配
体
制
の
母
胎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
中
国
史
上
、
特
筆
す
べ
き
制

度
と
な
っ
た
。

*
三
長
制
…
…
五
家
ご
と
に
隣
長
、
五
隣
(
二
五
家
)
ご
と
に
里
長
、
五
里
(
コ
ー
五
家
)

ご
と
に
党
長
を
置
く
制
度
で
あ
り
、
一
定
戸
数
の
均
質
な
行
政
単
位
を
設

定
す
る
制
度
。

五
胡
十
六
国
時
代
の
乱
世
の
後
、
四
三
九
年
に
は
北
魏
が
華
北
平
原
を
統
一

し
た
。
北
魏
で
は
均
田
制
と
。
三
長
制
を
し
い
た
が
、
い
ず
れ
も
戸
籍
制
度
と

こ
の
戸
数
単
位
に
長
を
任
命
し
て
人
民
支
配
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
た
北
朝
の

地
方
行
政
制
度
は
、
北
方
遊
牧
民
の
組
織
原
理
を
周
代
以
来
の
漢
族
の
行
政
制

五
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度
と
結
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
史
上
、
き
わ
め
て
特
異
な
制
度
で
あ
る
。

○
西
魏
の
計
帳
様
文
書

北
朝
時
代
の
戸
籍
は
、
敦
煌
文
書
の
な
か
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
計
帳

1

様
文
書
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
厳
密
に
い
え
ば
戸
籍
で
は
な
い
が
、
計
帳
と
い

う
の
は
戸
籍
に
よ
っ
て
作
成
し
た
租
税
徴
収
の
台
帳
で
あ
り
、
戸
籍
の
作
成
さ

れ
な
い
年
に
は
最
近
の
戸
籍
の
役
割
を
果
た
す
の
で
実
質
的
に
は
戸
籍
と
同
じ

も
の
と
考
え
て
よ
い
公
文
書
で
あ
る
。
全
長
六
メ
ー
ト
ル
余
、
計
十
七
紙
よ
り

な
り
、
約
七
〇
〇
行
の
記
載
事
項
の
あ
る
本
文
書
は
、
山
本
達
郎
氏
ら
の
研
究

に
よ
っ
て
西
魏
朝
の
大
統
十
三
年
(
五
四
七
)
の
敦
煌
地
方
の
計
帳
、
も
し
く

は
戸
籍
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
前
頁
に
そ
の
一
部
の
釈
文
を
図

子

-
4
と
し
て
掲
げ
た
。

綾

本
文
書
は
、
内
容
に
よ
っ
て
戸
別
記
載
(
A
)

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
こ
の
A
と
B
に
つ
い

と
集
計
記
載
載
(
B
)
か
ら
な
っ

て
は
諸
説
あ
る
。
A
と
B
は
異

武

筆
で
あ
る
が
、
A
と
B
の
間
に
は
内
容
的
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

-

戸
別
の
戸
口
記
載
の
様
式
は
、
現
存
す
る
唐
代
の
戸
籍
に
よ
く
似
た
書
式
と

久

な
っ
て
お
り
、
隋
・
唐
の
完
成
し
た
戸
籍
記
載
様
式
の
直
接
の
祖
形
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
図
-
4
を
み
る
と
、
戸
口
記
載
(
A
)
の
下
方
余
白

に
男
女
丁
中
別
の
果
計
を
記
し
、
さ
ら
に
公
課
、
土
地
の
給
付
額
(
B
)
が
記

さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
男
女
丁
中
別
の
集
計
は
唐
の
戸
籍
に
は
な

く
、
現
存
す
る
日
本
の
古
代
戸
籍
に
、
こ
の
形
式
が
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
日
本
律
令
の
編
目
の
構
成
か
ら
日
本
古
代
の
律
令
制
国
家
の
祖
形

を
隋
・
唐
の
国
制
に
求
め
る
と
い
う
の
は
、
法
律
の
編
纂
論
と
し
て
は
成
立
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
の
制
度
の
運
用
と
い
う
面
か
ら
検
討
し
て
い
く

と
、
隋
・
唐
上
り
も
古
い
中
国
の
制
度
が
す
で
に
日
本
に
導
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
唆
さ
れ
る
。

な
お
、
図
-
4
の
二
行
目
の
″
課
戸
上
"
と
い
う
こ
は
、
各
戸
の
資
産
に
よ
っ

て
土
・
中
・
下
に
区
分
し
、
累
進
課
税
の
基
準
に
す
る
と
い

て
い
る
の
を
示
す
。
わ
が
国
で
も
大
化
改
新
の
後
の
天
武

l.

ノ｀ゝ

四
年
(
六
七
五
)
に

貧
富
に
よ
っ
て
戸
を
三
等
に
分
げ
る
等
戸
制
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

代
戸
籍
の
源
流
を
探
る
上
で
、
北
朝
の
等
戸
制
は
大
変
参
考
に
な
る

る
。

資日

料　本

での

あ古

戸
口
の
年
齢
表
記
に
、
そ
れ
ぞ
れ
干
支
を
明
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
唐
代

の
戸
籍
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
北
朝
戸
籍
の
特
色
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
が
、
日
本
の
古
代
戸
籍
に
記
さ
れ
た
人
名
に
、
生
ま
れ
年
の
千
支
の
一
つ
を

と
っ
て
付
け
た
名
前
が
き
わ
め
て
多
く
、
日
本
古
代
の
戸
籍
制
度
が
北
朝
の
戸

籍
剣
度
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
と
い
わ
れ
る
。

-戸
口
の
続
柄
表
記
は
一
行
一
口
(
一
人
)
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
戸
主
と
の
続
柄

を
記
す
と
い
う
戸
籍
本
来
の
書
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、
前
述
、
西
涼
戸
籍
に
お

け
る
木
簡
に
よ
る
戸
籍
作
成
の
痕
跡
は
ま
っ
た
く
消
え
去
っ
て
い
る
。

ま
た
西
魏
籍
の
果
計
部
(
B
)
の
分
析
を
す
る
と
、
敦
煌
と
い
う
僻
地
の
村

落
に
お
い
て
戸
口
は
も
と
よ
り
牛
か
ら
田
畠
ま
で
登
載
し
て
、
戸
等
に
よ
っ
て

租
を
累
進
課
税
す
る
と
と
も
に
丁
男
、
丁
妻
を
主
対
象
に
均
等
の
公
課
を
賦
課

し
、
す
べ
て
の
丁
男
を
課
役
に
徴
発
す
る
組
織
が
で
き
上
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
文
献
上
、
計
帳
は
、
西
魏
の
蘇
綽
が
時
の
官
僚
た
ち
に
計
帳
と
戸
籍
に
関
す

る
法
律
を
習
得
す
る
よ
う
命
じ
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
が
初
見
で
あ
る
が
(
『
周

書
』
巻
二
三
蘇
綽
伝
)
「
籍
」
「
簿
」
と
い
う
の
は
、
秦
漢
以
来
用
い
ら
れ
て
き

た
竹
筒
木
簡
文
書
の
呼
称
で
あ
っ
た
が
、
北
朝
に
な
っ
て
は
じ
め
て
計
帳
と
い

う
「
帳
」
が
公
文
書
の
名
称
と
し
て
現
れ
る
。

○
東
魏
と
北
斉
の
戸
籍
制
度

東
魏
と
北
斉
は
、
北
魏
と
と
も
に
隋
・
唐
の
諸
制
度
の
直
接
の
祖
形
と
な
っ

-147-

|

|



古代の戸籍

た
王
朝
で
あ
り
な
が
ら
　
戸
籍
や
計
帳
が
残
存
し
て
な
い
た
め
戸
籍
制
度
の
具

体
的
内
容
は
、
殆
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
飢
饉
と
内
乱
に
よ
っ
て
北

魏
の
末
期
に
戸
籍
制
度
が
乱
れ
た
た
め
、
そ
の
後
を
う
げ
た
東
魏
・
北
斉
朝
で

は
大
規
模
な
戸
籍
の
再
編
強
化
を
行
い
(
こ
れ
を
括
戸
と
い
う
)
武
定
年
間
(
五

四
三
～
四
九
)
に
は
戸
籍
制
度
が
浸
透
し
て
い
た
山
東
・
河
北
地
域
で
六
〇
万

戸
以
上
の
逃
戸
を
検
括
し
た
。
戸
籍
が
重
視
さ
れ
、
計
帳
に
よ
っ
て
賦
課
が
徹

底
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
偽
籍
も
ま
た
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

4
、
古
代
戸
籍
制
度
の
完
成

㈲

隋
代
の
戸
籍
制
度

北
周
(
北
朝
)
の
外
戚
か
ら
で
た
隋
の
文
帝
は
、
南
朝
の
陳
を
倒
し
て
五
八

九
年
、
南
北
に
分
裂
し
て
い
た
中
国
を
統
一
し
、
大
土
地
所
有
を
制
限
す
る
均

田
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
租
・
庸
・
調
制
(
租
税
制
)
と
府
兵
制
(
徴
兵
制
)

や
試
験
に
よ
っ
て
広
く
人
材
を
求
め
る
科
挙
の
制
を
実
施
す
る
な
ど
国
家
権
力

の
強
化
に
成
功
し
た
。
し
か
し
大
土
木
事
果
や
遠
征
と
重
税
に
悩
ま
さ
れ
た
民

衆
は
、
各
地
で
反
乱
を
お
こ
し
六
一
八
年
、
統
一
後
三
〇
年
た
た
ず
に
隋
は
滅

ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
隋
は
あ
え
な
く
姿
を
消
し
た
が
、
開
皇
律
令
に
定
め
ら
れ
た
国

制
の
基
本
は
そ
の
後
唐
律
令
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
、
中
国
古
代
の
戸
籍

制
度
も
隋
代
に
ほ
ぼ
完
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
律
令
の
逸
文
(
部
分
的
に

残
っ
た
条
文
)
す
ら
現
存
せ
ず
、
戸
籍
制
度
の
内
容
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

㈲

唐
代
の
戸
籍
制
度

六
一
八
年
、
唐
は
隋
を
倒
し
て
長
安
を
都
と
し
た
。
唐
二
代
目
の
太
宗
が
中

国
を
統
一
し
律
令
体
制
を
完
備
し
た
。
田
制
は
北
魏
以
来
の
均
田
法
に
な
ら
っ

た
班
田
制
が
た
て
ら
れ
、
租
・
庸
・
調
・
雑
徭
の
制
か
定
め
ら
れ
た
。

現
存
す
る
古
代
戸
籍
の
大
部
分
は
唐
代
の
も
の
で
あ
り
、
戸
籍
制
度
関
係
法

令
の
遺
存
も
殆
ん
ど
が
こ
の
唐
代
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
唐
代
の
戸
籍
の
研
究

は
、
以
前
の
時
代
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

戸
籍
に
関
す
る
基
本
法
規
は
『
律
令
』
の
『
戸
令
』
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
、
格
(
詔
勅
)
に
よ
っ
て
隨
時
改
訂
が
加
え
ら
れ
、
関
係
細
則
(
文
書

の
書
式
や
施
行
細
則
)
は
「
戸
部
式
」
「
計
帳
式
」
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
唐
代
に
数
次
に
わ
た
っ
て
編
纂
施
行
さ
れ
た
令
・
格
・
式
は
ま
と
ま
っ
た

形
で
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
戸
令
の
逸
文
と
、
い
く
つ
か
の
戸
籍
に
関
す
る
格
が

知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
幸
い

『
養
老
律
令
』
と
日
本
政
府
の
律
令

い
、
唐
律
令
を
体
系
的
に
継
受
し
た
日
本
の

市
解
説
書
で
あ
る
『
令
義
解
』
が
残
っ
て
お

り
、
口
本
が
意
識
的
に
改
訂
し
た
個
所
は
全
体
的
に
み
る
と
き
わ
め
て
少
な
い

の
で
、
そ
れ
ら
は
唐
の
戸
籍
法
を
知
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

奈
良
、
平
安
時
代
の
明
法
博
士
(
法
律
学
者
)
た
ち
に
よ
る
口
本
律
令
と
唐
律

令
の
比
較
研
究
の
書
で
あ
る
『
令
果
解
』
(
九
世
紀
後
半
の
成
立
)
が
編
纂
さ

れ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
日
本
律
令
書
に
よ
る
画
期
的
な

唐
1

復
原
が
仁
井
田
陞
氏
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
、
そ
の
著
『
唐
令
拾
遺
』
は
唐

代
史
研
究
に
重
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
復
原
造
加
も
入
れ
て
、

次
に
唐
代
の
戸
籍
制
度
を
要
約
し
て
お
く
。

山
手
実
と
手
実
計
帳

戸
籍
は
三
年
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
基
礎
資
料
と
な
る
の
が
毎
年
造

ら
れ
る
戸
別
の
「
手
実
」
(
戸
口
調
査
書
)
と
、
そ
の
手
実
を
行
政
区
ご
と
に
ま

と
め
た
「
手
実
計
帳
」
で
あ
る
。
唐
令
の
計
帳
に
関
す
る
条
文
は
残
存
が
少
な

い
の
で
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
関
係
史
料
か
ら
次
の
よ
う
に

復
原
さ
れ
る
。

里
正
は
毎
年
は
じ
め
に
戸
主
み
ず
か
ら
作
成
し
た
戸
口
と
田
宅
を
中
告
し
た

七
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手
実
を
果
め
、
こ
れ
を
県
に
お
い
て
浄
書
す
る
。
こ
れ
が
「
郷
帳
」
と
も
よ
ば

れ
る
手
実
計
帳
で
あ
り
、
三
年
分
の
手
実
計
帳
に
よ
っ
て
新
戸
籍
を
作
成

一
、
3
0
)

ト
ル
フ
ァ
ン

す
る
。
手
実
は
吐
魯
番
の
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
二
様
と
敦

煌
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
一
種
が
現
存
し
て
い
る
。
現
存
の
吐
魯
番
の
手
実
計

帳
の
う
ち
載
初
元
年
(
六
九
〇
)
の
も
の
は
十
一
戸
分
か
貼
り
継
が
れ
て
い
る

が
各
手
実
に
書
式
や
用
字
の
統
一
性
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
戸
主
の
捏
出
し

た
手
実
を
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
郷
帳

は
各
戸
が
捏
出
し
た
手
実
を
地
方
官
の
判
断
を
入
れ
ず
に
忠
実
に
転
写
す
る
定

め
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
古
代
中
国
に
お
い
て
、
す
べ

て
の
庶
民
が
字
を
書
け
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
大
な
り
小
な
り
地
方
役
人

が
代
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戸
籍
は
三
通
を
作
成
し
、
一
通
は
尚
書
省
民
(
戸
)
部
に
、
州
・
県
に
各
一

通
を
保
存
し
た
。
戸
籍
の
保
存
は
、
州
・
県
で
は
五
比
(
五
回
分
=
一
五
年
)
、

手
実
計
帳
も
五
比
(
五
年
)
と
な
っ
て
い
た
。
前
述
の
吐
魯
番
文
書
に
よ
る
と
、

籍
帳
を
保
管
す
る
籍
坊
や
籍
庫
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
戸
籍
は
造
籍
の
際
の
重

要
資
料
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
身
分
訴
訟
や
身
分
の
確
認
、
土
地
の
証
文
に

も
活
用
さ
れ
た
。

造
籍
に
必
要
な
紙
・
筆
・
軸
帙
な
ど
の
費
用
は
各
戸
の
負
担
で
、
毎
年
造
る

計
帳
用
に
一
戸
当
り
一
銭
(
開
元
通
宝
一
枚
)
、
三
年
ご
と
の
戸
籍
は
、
一
人
当

り
一
銭
を
徴
収
し
、
そ
の
籍
銭
は
中
央
に
送
ら
れ
帳
銭
は
県
で
消
費
し
た
で
あ

ろ
う
。
②

戸
籍
の
書
式
と
記
載
事
項

戸
籍
の
書
式
は
、
西
魏
の
戸
籍
(
図
-
4
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
り
、

戸
口
・
公
課
・
田
地
の
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
細
か
く
検
討
し
て
み

る
と
、
年
代
や
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
よ
う
で
、
年
代
的
変
化
の
な
か
で

最
も
大
き
な
の
は
、
公
課
に
関
す
る
記
事
が
次
第
に
簡
略
化
さ
れ
、
天
宝
(
七

八

四
〇
年
代
)
以
後
は
消
滅
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
税
を
徴
収
す
る
た
め
に

籍
帳
以
外
の
帳
簿
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
の
激
し
い
か

に
の
で
、
戸
等
を
低
く
認

け
ひ
き
、
が
展
開
さ
れ
た
。

首
実
検
)
の
対
象
と
な
る
の
は
、
五
九
・

-

一145

唐
代
の
戸
等
制
は
、
ま
ず
上
・
中
・
下
の
三
等
戸
が
設
定
さ
れ
、
貞
観
九
年

(
六
三
五
)
に
上
上
か
ら
下
下
ま
で
の
九
等
戸
に
改
め
ら
れ
て
以
後
唐
末
ま
で

行
わ
れ
た
。
累
進
課
税
の
た
め
戸
の
等
級
を
設
定
し
た
の
で
、
一

定
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
民

県
令
(
県
の
長
官
)
に
よ

1

三
疾
・
丁
中
で
あ
る
。
五
九
と
は
一
九
・
四
九
・
五
九
・
七
九
・
八
九
の
五
つ

の
年
齢
に
達
し
た
者
を
い
い
、
五
九
の
う
ち
、
一
九
歳
は
二
一
歳
で
丁
に
編
入

す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
四
九
歳
は
五
〇
歳
か
ら
負
担
が
変
わ
る
た
め
、
五

九
歳
は
六
〇
歳
で
老
の
年
齢
に
入
る
た
め
、
七
九
歳
・
八
七
歳
は
そ
れ
ぞ
れ
八

〇
・
九
〇
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
待
丁
(
介
助
人
)
の
人
数
が
変
わ
る
た
め
、
首

実
検
で
年
齢
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
三
疾
と
は
身
体
障
害
の
度
合
で
、
残
疾
。

1

廃
疾
・
篤
疾
の
三
つ
に
分
け
て
認
定
す
る
。
丁
中
と
は
戸
内
の
租
税
を
負
担
す

る
成
人
男
子
の
人
数
の
確
認
で
あ
る
。
な
お
、
唐
代
の
戸
籍
が
敦
煌
戸
籍
残
簡

に
み
ら
れ
る
が
、
唐
の
天
宝
六
年
(
七
四
七
)
以
降
の
も
の
は
、
口
本
の
古
代

戸
籍
よ
り
年
代
が
後
な
の
で
掲
載
は
省
く
。

二
、
古
代
朝
鮮
の
戸
籍
制
度

古
代
朝
鮮
に
い
っ
ど
の
よ
う
に
し
て
国
家
が
生
ま
れ
、
人
民
を
い
か
に
支
配

し
た
か
と
い
う
朝
鮮
古
代
史
に
つ
い
て
は
現
存
す
る
史
料
が
き
わ
め
て
少
な
い

た
め
不
明
の
部
分
が
多
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
古
代
朝

鮮
の
戸
籍
制
度
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に

あ
る
。
し
か
し
、
古
代
朝
鮮
の
戸
籍
制
度
に
関
し
て
は
、
口
本
の
東
大
寺
正
倉

院
に
八
世
紀
半
ば
の
統
一
新
羅
の
民
政
文
書
の
断
片
が
残
っ
て
お
り
、
制
度
の

内
容
を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
統
一
新
羅
(
三
国
時
代
の
一
国
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古代の戸籍

で
あ
っ
た
時
期
と
区
別
し
て
こ
う
呼
ぶ
)
の
民
政
文
書
は
、
浜
中
昇
氏
に
上
っ

て
下
さ
れ
た
結
論
が
日
本
の
朝
鮮
史
学
界
の
最
新
の
研
究
成
果
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
本
文
書
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
大
帳
様
文

書
(
租
税
台
帳
で
あ
る
計
帳
を
州
・
郡
・
県
と
い
う
行
政
単
位
で
集
計
し
た
目

録
帳
簿
)
で
も
な
け
れ
ば
計
帳
を
作
成
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
で
も
な
く
、
単

な
る
村
落
の
概
況
に
関
す
る
調
査
報
告
書
で
あ
り
、
国
家
の
一
般
的
政
策
立
案

の
基
礎
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
稿
で
は
統
一
新
羅
文
書
に
つ
い
て
は
紹
介
に
と
ど
め
こ
れ
以
上
論
及
し

な
い
。

三
、
日
本
古
代
戸
籍
の
源
流

大
化
改
新
以
前
、
大
和
地
方
(
奈
良
県
)
に
発
生
し
た
大
和
政
権
が
全
国
を

統
一
し
、
強
力
な
大
和
国
家
を
き
ず
い
た
時
代
で
あ
る
が
、
大
和
政
権
は
発
達

し
た
文
字
文
化
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
わ
か
っ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
大
化
前
代
の
歴
史
は
、
大
化
改
新
以
後
の
一
応
確
か
な
文

献
史
料
(
主
に
『
日
本
書
紀
』
)
に
足
場
を
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
逆
に
年
代
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
考
察
を
す
め
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
方
法
で
あ
る
。

剛

大
化
前
代
に
戸
籍
は
作
成
さ
れ
た
か
・
…

編
戸
の
史
料
(
改
新
の
詔
の
第
四
条
)
に
よ
る
と
、
大
化
前
代
に
三
〇
戸
を

単
位
と
す
る
村
落
の
編
成
が
一
部
の
地
方
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
か
ら
、
大
化
以
前
に
戸
籍
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
れ
で
は
、
い
つ
、
ど
の
上
う
な
地
域
を
対
象
と
し
て
戸
籍
が
は
じ
め
ら

れ
た
か
、
そ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
欽
明
天
皇
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
記
事
か
ら

あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
、
が
で
き
る
。
年
代
順
に
あ
げ
て
み
る
と
、

①
欽
明
元
年
八
月
条
…
こ
の
月
、
高
麗
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
の
四
力
国
が

揃
っ
て
朝
貢
し
て
き
た
。
こ
の
と
き
帰
化
し
た
秦
人
・
漢
人
を
国
内
の
国
郡
に

安
置
し
、
「
戸
籍
」
に
編
貫
し
た
。
秦
人
の
戸
数
は
総
計
七
〇
五
三
戸
に
お
よ
び
、

大
蔵
橡
秦
大
津
父
を
も
っ
て
、
そ
の
伴
造

(
統
率
者
)
に
指
名
し
た
。

こ
れ
は
「
戸
籍
」
の
語
を
用
い
た
最
も
古
い
記
事
で
あ
る
。

②
欽
明
天
皇
十
六
年
七
月
四
日
条
・
:
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
・
穂
積
磐
弓
臣
ら

を
遣
わ
し
て
。
吉
備
の
五
つ
の
郡
(
県
)
に
直
轄
領
で
あ
る
ミ
ヤ
ケ
を
置
き
、

しの

た　広

い
地
域
に
わ
た
っ
て
散
在
す
る
ミ
ヤ
ヶ
を
総
称
し
て
「
白
猪
屯

*
吉
備
と
い
う
の
は
、
後
の
備
前
・
備
中
・
美
作
を
含
む
地
域

)'
二

倉

L_

と

③
欽
明
十
七
年
十
月
条
…
大
和
の
高
市
郡
に
、
百
済
人
を
田
部
と
す
る

狭
屯
倉
と
、
高
句
麗
人
を
田
部
と
す
る
小
身
狭
屯
倉
を
置
い
た
。

大il

身む

に
れ
は
戸
籍
に
編
貫
さ
れ
た
渡
来
人
を
ミ
ヤ
ヶ
の
田
部
に
徴
発
し
た
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
戸
籍
に
よ
る
徭
役
の
徴
発
が
こ
の
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
を

示
す
。
①
欽
明
三
十
年
正
月
一
日
条
…
吉
備
の
五
郡
に
白
猪
屯
倉
を
設
置
し
、
ミ
ヤ

ケ
を
耕
や
す
丁

(
農
夫
)
を
さ
し
だ
す
田
部
(
農
家
)
の
村
を
指
定
し
て
久
し

い
。
し
か
し
、
白
猪
屯
倉
が
設
置
さ
れ
た
こ
ろ
は
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
田

部
の
丁
に
指
名
さ
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
も
、
そ
れ
か
ら
す
で
に
十
余
年
を
経
過

し
て
ミ
ヤ
ヶ
の
耕
作
に
従
事
で
き
る
年
齢
に
達
し
て
い
る
の
に
「
籍
」
(
名
前

の
リ
ス
ト
)
に
漏
れ
て
賦
課
を
免
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
渡
来
人
の
船
史
謄
津
を

派
遣
し
て
白
猪
屯
倉
の
耕
作
に
従
事
す
る
田
部
の
「
丁
籍
」
を
作
成
さ
せ
、

こ
れ
か
ら
丁
と
な
る
男
子
の
名
も
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
戸
籍
を
作
成
さ
せ
た
。

②

丁
籍
と
は
ど
の
よ
う
な
戸
籍
だ
っ
た
か
。

㈲
丁
籍
の
古
訓
と
本
箇
戸
籍
の
存
在

九
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子綾武

六
世
紀
半
ば
の
『
日
本
書
紀
』
の
「
戸
籍
」
と
い
う
漢
語
の
古
訓
を
年
代
順

に
み
て
み
る
と
、

○
顕
宗
天
皇
元
年
〈
四
八
五
〉

に
「
籍
帳
」
を
ヘ
ノ
フ
ミ
タ

○
欽
明
天
皇
元
年
〈
五
四
〇
〉
に
「
戸
籍
」
を
ヘ
ノ
フ
ミ
タ

○
欽
明
天
皇
三
年
〈
五
四
三
〉
に
「
籍
」
を
フ
ミ
タ

○
欽
明
天
皇
三
〇
年
〈
五
七
〇
〉
に
「
籍
」
ナ
ノ
フ
ミ
タ

○
欽
明
天
皇
三
〇
年
〈
五
七
〇
〉
に
「
丁
籍
」
ヨ
ホ
ロ
の
フ
ミ
タ

○
敏
達
天
皇
三
年
〈
五
七
四
〉
に
「
名
籍
」
ナ
ノ
フ
ミ
タ

○
孝
徳
天
皇
大
化
元
年
〈
六
四
五
〉
に
「
戸
籍
」
ヘ
ノ
フ
ミ
タ

○
を
除

き
○
印

は
「
籍
」

を
フ
ミ

ー

夕
と
訓

ん
で
い

る

j

大
智
大
皇
大
智
元
年
〈
六
六
二
〉
「
策
」
フ
ミ
タ
(
冊
)
後
述

一
一
頁

そ
こ
で
フ
ミ
タ
と
は
何
か
、
『
倭
名
類
聚
抄
』
(
一
〇
世
紀
半
ば
の
わ
が
国
最

初
の
百
科
事
典
)
に
よ
る
と
、
簡
〈
不
美
太
〉
。
和
名
簡
札
に
同
じ
。
民
戸
の
書

(
戸
籍
)
は
、
古
は
「
版
」
を
以
て
し
、
今
は
黄
紙
を
以
て
す
。
簡
札
に
書
す

る
も
・
の
を
す
べ
て
「
籍
」
と
い
う
な
り
。
と
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
に
木
簡
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
文
書
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
本
節
戸
籍
は
一
つ
も

久

発
見
さ
れ
て
い
な
い
・
し
か
し
ヽ
奈
良
時
代
上
り
前
に
ヽ
か
つ
て
戸
籍
を
木
簡

に
上
っ
て
作
成
し
て
い
た
時
代
が
あ
り
、
そ
れ
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
『
倭
名
類

聚
抄
』
の
解
説
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

紙
は
、
一
〇
五
年
に
後
漢
の
蔡
倫
が
作
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
最
近

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
物
調
査
に
よ
る
と
、
紀
元
前
二
〇
二
~

一
五
七
年
こ
ろ
に

中
国
で
紙
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
紙
の
製
法
が
日

本
に
伝
わ
っ
た
の
は
推
古
天
皇
十
八
年
(
六
一
〇
)
に
高
句
麗
の
僧
曇
徴
に
よ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
紙
が
存
在
し

成
さ
れ
た
戸
籍
は
、
間
違
い
な
く
木
簡
に
上
る

わ
が
国
の
行
政
帳
簿
の
先
駆
け
で
あ
り
、
そ
の

分戸
量籍で　な

い
大
和
朝
廷
の
時
代
に
作

で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は

も
前
述
の
吉
備
の
白
猪
屯

倉
だ
け
で
も
数
万
人
、
丁
籍
の
作
成
が
畿
内
地
方
な
ど
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て

冊図

十
出所「戸籍時報」372号28頁

い
れ
ば
数
十
万
に
お
上
ぶ
厖
大
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
札
に
書

か
れ
た
書
と
い
え
ば
戸
籍
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
大
化
改
新
後
も
ず
っ
と
語
り

継
が
れ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
上
う
に
み
て
く
る
と
『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
に
上
っ
て
、
わ
が
国
初
の

戸
籍
は
簡
札
に
書
か
れ
た
「
木
簡
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
こ
う
。

㈲

木
簡
に
つ
い
て

も
と
も
と
「
簡
」
は
字
形
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
竹
簡
の
こ
と
を
さ
し
、
竹

を
節
ご
と
に
切
断
し
て
幅
を
狭
く
裂
き
青
竹
の
水
気
を
と
る
た
め
に
火
あ
ぶ

り
、
乾
燥
さ
せ
た
も
の
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
木
片
に
墨
書
し
た
も
の

は
「
牘
」
「
牒
」
と
い
う
の
が
正
し
い
が
、
簡
の
字
の
平
易
さ
か
ら
木
製
の
も
の

を
「
木
簡
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
口
本
で
は
竹
製
の
簡
は

ま
だ
一
例
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

㈲

中
国
の
木
簡

中
国
で
は
木
(
竹
)
簡
が
一
九
〇
一
年
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
漢

簡
の
標
準
的
な
規
格
は
長
さ
二
三
セ
ン
チ
、
幅
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
二
~
〇
・
三

セ
ン
チ
で
あ
る
。
西
晋
で
は
戸
籍
用
の
簡
札
は
一
尺
二
寸
つ
二
〇
セ
ン
チ
)
を

用
い
る
上
う
定
め
て
い
る
。
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古代の戸籍

美濃国戸籍図一6

大
宝
二
年

○
御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍
正
倉
院
文
書

(
継
目
裏
書
)

(
美
濃
)
　
（
安
八
)

御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
太
宝
二
年
戸
籍

続
修

上
政
戸
国
造
族
石
足
戸
口
十
三

下
―
戸
主
石
足

戸
主
兄
国
足

嫡
子
安
倍

戸
主
弟
高
嶋
八
‐
七

次
大
羆

戸
主
甥
奈
世
麻
呂

大
羆
児
阿
屋
売

'

嫡
子
八
十
麻
呂

戸
主
弟
久
留
麻
呂

次
広
国

次
友
乎

戸
主
母
国
造
族
麻
奈
売
　

戸
主
妻
国
造
族
志
邪
多
女

大
日
本
古
文
書
巻
之
一

頁

活
字
は
当
用
漢
字

に
書
き
か
え

簡
は
、
帳
簿
な
ど
の
よ
う
に
多
く
の
文
字
を
連
続
し
て
記
載
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
簡
を
細
い
麻
縄
な
ど
で
綴
り
合
わ
せ
て
繁
ぐ
方
法
が
と
ら
れ
る
。

こ
れ
を
「
冊
」
ま
た
は
「
策
」
と
い
い
、
冊
の
字
形
は
木
簡
を
繁
ぎ
合
わ
せ
た

象
形
文
字
で
あ
る
。
冊
は
通
常
前
頁
の
写
真
の
左
の
上
う
に
巻
い
て
お
く
の
で

あ
る
。
㈲

丁

籍

さ
て
、
前
述
の
白
猪
屯
倉
で
作
成
さ
れ
た
丁
籍
は
ど
ん
な
籍
で
あ
っ
た
ろ
う

か
。
そ
れ
は
多
数
の
人
名
を
書
き
あ
げ
た
名
簿
で
あ
る
か
ら
冊
の
形
を
と
っ
た

も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
現
存
す
る
大
宝
二
年
(
七
〇
二
)
の
美
濃

国
戸
籍
(
正
倉
院
文
書
)
に
よ
っ
て
も
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

図
-
6
に
美
濃
国
戸
籍
の
一
つ
を
例
示
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
行
三
口

で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
宝
二
年
(
七
〇
二
)
美
濃
国
の
戸
籍

は
、
前
年
の
叱
〇
一
年
に
施
行
の
大
宝
令
の
新
戸
籍
法
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
旧
法
で
あ
る
飛
鳥
浄
御
原
令
(
法
文
は
亡
失
さ
れ
て
い
る
)

の
戸
籍
法
に
よ
っ
た
も
の
で
、
わ
が
国
初
の
全
国
的
戸
籍
で
あ
る
庚
午
年
籍
の

後
、
二
十
年
た
っ
て
作
ら
れ
た
庚
寅
年
籍
の
書
式
を
伝
世
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
美
濃
国
の
戸
籍
は
、
後
述
の
西
海
道
や
下
総
国
の
戸
籍
が
一
行
一
口
で
あ

る
の
に
、
な
ぜ
一
行
三
口
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
…
。

そ
こ
で
、
四
頁
の
図
-
3
と
、
一
〇
頁
の
図
-
5
を
見
て
み
よ
う
。
す
る
と
、

中
国
簡
は
、
一
つ
一
つ
の
簡
が
紐
で
綴
り
合
わ
せ
て
あ
り
、
各
簡
は
紐
で
綴
り

合
わ
せ
た
と
き
に
字
が
見
え
な
く
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
綴
り
合
わ
せ
の
個
所

を
空
け
て
あ
る
の
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
木
簡
の
一
行
は
一
定
の
長
さ
で
区

切
っ
て
三
段
に
別
け
て
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
わ
が
国
の
丁
籍
を
冊
と
し
て
成
巻
す
る
際
も
同
様
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
丁
籍
の
作
成
に
あ
た
っ
た
帰
化
人
の
船
史
膽
津
ら
は
、
大
陸
の
様
式

に
な
ら
っ
て
一
行
三
口
の
人
名
を
三
段
に
区
切
っ
て
記
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
紙
に
書
か
れ
た
美
濃
国
戸
籍
が
三
段
に
わ
げ
て
人
名
を
記
載
し
た

の
は
、
大
化
改
新
後
も
し
ば
ら
く
民
戸
の
戸
籍
が
木
簡
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、

冊
に
編
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
名
残
り
と
し
て
記
載
様
式
が
紙
の
戸
籍
に

採
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
美
濃
国
の
戸
籍
の
一
行
三
口
と
い
う
様
式
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
木
簡
に

よ
る
戸
籍
の
作
成
が
大
化
前
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
戸
籍
で
は
な
い
が
木
簡
を
編
纂
し
た
冊
が
奈
長
時
代
の
日
本
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
元
年
五
月
条
に
み
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
大
将
軍
阿
曇
比
邏
夫
が
一
七
〇
艘
を
率
い
て
百
済
王
豊
璋
ら
を
百
済
国

に
送
り
、
そ
の
王
位
就
狂
式
に
参
列
し
た
際
、
天
智
天
皇
が
鬼
室
福
信
に
金
泥

十
一
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ふ
み
た

y
5
2
)

で
書
い
た
「
策
」
(
冊
)
を
贈
っ
た
記
事
に
よ
っ
て
裏
づ
け
さ
れ
る
。

二
〇
頁

上
段

一
〇
行
目
の
条
)

四
、
わ
が
国
の
古
代
戸
籍
制
度

1
、
大
化
改
新
と
戸
籍
制
度

大
化
改
新
の
詔
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
統
一
的
な
戸
籍
制
度
が
制

定
さ
れ
、
全
国
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

戸
籍
の
作
成
法
や
書
式
な
ど
に
つ
い
て
の
細
か
な
規
定
は
、
『
日
本
書
紀
」
の
編

纂
段
階
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
削
除
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
て
伝
世
さ
れ
て
な

い
。
し
た
が
っ
て
大
化
改
新
の
と
き
に
定
め
ら
れ
た
戸
籍
制
度
の
内
容
は
不
明

f

と
い
う
ほ
か
な
い
が
関
連
す
る
改
新
の
詔
の
条
文
や
そ
の
後
、
出
さ
れ
た
法
令

な
ど
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
戸
籍
制
度
で
あ
っ
た
か
、
類
推
す
る
と
次
の

綾

よ
う
に
な
ろ
う
・

武

○
六
世
紀
半
ば
以
降
、
吉
備
の
白
猪
屯
倉
で
作
成
さ
れ
た
木
簡
に
よ
る
戸
籍
の

様
式
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
。

久

○
大
化
前
代
以
来
の
三
〇
戸
と
、
改
新
の
詔
で
あ
ら
た
に
定
め
ら
れ
た
五
〇
戸

の
二
通
り
の
戸
数
か
ら
な
る
戸
籍
が
並
存
し
た
。

○
戸
籍
は
戸
口
全
員
を
記
載
す
る
の
で
は
な
く
、
白
猪
屯
倉
の
丁
籍
の
様
式
を

踏
襲
し
て
、
男
子
だ
げ
の
戸
籍
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

○
計
帳
(
租
税
台
帳
)
の
制
度
が
な
い
た
め
戸
籍
に
税
額
な
ど
が
記
入
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
庚
午
年
籍
の
成
立

大
智
天
皇
九
年
(
六
七
〇
)
に
は
、
全
国
一
斉
に
同
一
規
格
の
戸
籍
が
造
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
家
を
支
え
る
人
民
の
戸
の
大
部
分
を
政
府
が
直
接
把
握

す
る
体
制
が
で
き
あ
が
り
、
中
央
果
権
体
制
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で

あ
る
。
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
造
籍
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
戸
籍
は
作
成
さ
れ

十
二

だ
年
の
千
支
を
と
っ
て
「
庚
午
年
籍
」
と
命
名
さ
れ
た
が
正
式
に
は
近
江
大

津
宮
庚
午
年
籍
」
と
い
い
、
施
政
の
根
本
台
帳
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
、
そ

れ
は
大
宝
元
年
(
七
〇
こ
に
制
定
さ
れ
た
大
宝
令
に
よ
っ
て
永
久
保
存
の
措

-

置
が
と
ら
れ
、
以
後
三
百
年
余
に
わ
た
っ
て
「
氏
姓
」
の
根
本
台
帳
と
し
て
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
庚
午
籍
は
現
存
さ
れ
な
い

の
で
そ
の
内
容
は
何
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
奈
良
・
平

安
時
代
の
記
録
の
な
か
に
、
庚
午
年
籍
の
記
載
様
式
や
記
事
内
容
を
類
推
で
き

る
も
の
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
手
掛
り
と
し
て
、
庚
午
年

籍
の
内
容
を
復
原
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
援
用
し
な

い
。3
、
庚

寅

年

籍

天
武
天
皇
没
後
(
六
八
六
)
、
そ
の
皇
后
、
持
続
天
皇
は
、
す
で
に
鋭
意
編
纂

が
進
め
ら
れ
て
い
た
令
(
行
政
法
)
二
二
巻
を
直
ち
に
施
行
し
、
こ
れ
が
世
に

い
う
「
飛
鳥
浄
御
原
1

」
で
あ
る
。
律
(
刑
法
)
の
編
纂
は
大
幅
に
お
く
れ
、

令
の
施
行
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
中
国
律
の
中
か
ら
必
要
な
も
の
を
そ
の

ま
ま
借
用
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
飛
鳥
浄
御
原
令
は
法
文
の
断
片

す
ら
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
戸
籍
法
を
含
む

戸
令
今
田
令
、
官
員
令
、
礼
服
令
、
官
位
令
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
さ

れ
て
い
る
。

-

こ
の
新
戸
籍
は
、
人
別
に
賦
課
す
る
租
税
台
帳
と
、
飛
鳥
浄
御
原
令
に
上
っ

て
新
た
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
班
田
の
た
め
の
台
帳
を
兼
ね
た
戸
籍
で

あ
り
、
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
記
念
す
べ
き
戸
籍
で
あ
っ
た
た
め
、
作
成
の
年

の
千
支
を
と
っ
て
「
庚
寅
年
籍
」
と
命
名
さ
れ
た
。
行
政
に
関
す
る
詳
細
な
規

定
を
も
つ
飛
鳥
浄
御
原
令
に
応
え
る
こ
の
戸
籍
は
、
年
齢
・
性
別
・
健
康
状
態

に
よ
る
税
負
担
能
力
の
決
定
、
妻
帯
の
有
無
、
戸
内
の
血
族
関
係
の
記
入
に
よ

る
相
続
法
の
適
用
な
ど
、
厳
密
な
人
民
の
掌
握
が
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
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古代の戸籍

戸
籍
は
庚
午
年
籍
以
来
の
身
分
の
変
更
(
奴
婢
の
所
有
者
の
移
動
や
天
武
天
皇

が
定
め
た
八
色
姓
に
よ
る
姓
の
変
化
)
を
記
載
す
る
重
要
な
戸
籍
で
も
あ
っ
た

が
、
永
久
保
存
な
ど
の
情
報
を
、
そ
の
後
六
年
ご
と
に
造
ら
れ
る
戸
籍
に
書
き

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

。

庚
寅
年
籍
の
書
式
と
記
載
内
容
は
、
前
述
の
美
濃
国
戸
籍
に
み
ら
れ
る
と
さ

れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
再
掲
し
な
い
。
一
一
頁
の
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4
、
正
倉
院
の
現
存
の
戸
籍

現
存
す
る
わ
が
国
最
古
の
戸
籍
は
、
大
宝
二
年
(
七
〇
二
)
の
美
濃
(
岐
阜

県
)
の
戸
籍
と
、
同
年
作
成
の
西
海
道
(
九
州
地
方
、
残
っ
て
い
る
の
は
筑
前
・

豊
前
・
豊
後
)
の
戸
籍
で
あ
る
。
美
濃
国
戸
籍
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
の
で
、

西
海
道
の
戸
籍
に
つ
い
て
、
み
て
み
る
と
、
図
-
7
に
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は

西
魏
(
北
朝
)
の
計
帳
(
=
戸
籍
)
に
戸
口
記
載
個
所
や
果
計
部
が
似
て
い
る

と
い
え
る
。
詳
細
に
み
る
と

男
女
別
、
年
齢
区
分
(
緑
・
小
・
少
・
正
・

老
・
耆
)
別
の
戸
口
(
家
族
)
果
計
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
で
は
北
朝
の

戸
籍
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
隋
・
唐
の
戸
籍
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

の
記
載
様
式
は
大
化
改
新
に
よ
っ
て
隋
・
唐
の
戸
籍
制
度
が
導
入
さ
れ
る
前
か

ら
す
で
に
わ
が
国
に
導
人
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

○
人
名
に
根
麻
呂
・
羊
売
な
ど
年
ま
れ
年
の
干
支
に
因
む
名
前
を
付
け
て
い
る

I

者
が
多
い
こ
と
(
図
-
7
下

〔
日
本
〕
人
名
)
こ
れ
は
中
国
北
朝
の
戸
籍
(
図

1
7

上
〔
中
国
〕
)
が
戸
口
の
年
齢
表
記
に
生
ま
れ
年
の
?
支
を
必
ず
記
載
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
化
以
前
の
中
国
北
朝
の
戸
籍
記
載
様
式
が
日
本
の
古
代

-

戸
籍
に
継
受
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ

I

-

だ
戸
籍
制
度
が
中
国
北
朝
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
六
世
紀
前
半
の
欽
明
朝
に
お
い
て
、
中
国
北
朝

j

の
戸
籍
を
手
本
に
、
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
戸
籍
を
作
成
し
た
の
は
、
百
済
か

j

ら
渡
来
し
た
漢
系
の
王
辰
爾
と
同
族
の
白
猪
史
一
族
で
あ
っ

め
て
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前

し
た
。
5
、
戸
籍
の
作
成
と
現
存

㈲
戸
籍
の
作
成

日
本
で
は
庶
民
の
識
字
率
が
低
く
、
京
(
平
城
京
や
平
安
京
)
を
除
く
殆
ん

ど
の
地
域
で
郡
司
が
戸
主
に
代
っ
て
手
実
(
戸
口
調
査
書
)
を
作
成
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

郡
衙
で
作
成
し
た
手
実
=
計
帳
は
国
に
送
ら
れ
、
国
司
の
勘
会
(
監
査
)
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
通
常
の
年
は
戸
口
統
計
や
公
課
の
果
計
目
録
だ

げ
が
中
央
に
報
告
さ
れ
、
六
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
造
籍
の
年
に
「
計
帳
」
=
「
計

帳
歴
名
」
が
中
央
に
捏
出
さ
れ
、
戸
籍
勘
会
(
監
査
)
の
基
礎
資
料
と
さ
れ
た
。

大
宝
二
年
筑
前
・
豊
前
・
豊
後
の
戸
籍
に
は
受
田
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い
る

I

が
、
本
文
と
異
筆
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
現
存
戸
籍
の
作
成
は
、
先
ず
原
本
よ
り

本
文
を
写
し
と
り
、
そ
の
後
で
こ
れ
と
別
の
原
本
か
ら
受
田
額
を
写
し
、
そ
の

間
に
本
文
校
訂
を
行
い
、
全
面
に
国
印
を
押
し
た
後
、
本
文
の
欠
姓
部
分
の
追

記
を
遂
次
行
っ
て
、
そ
の
部
分
の
国
印
を
追
加
し
て
い
っ
た
」
と
一
応
推
定
さ

れ
て
い
る
。

戸

籍

用

紙

正
倉
院
宝
物
の
紙
の
調
査
に
従
わ
れ
た
寿
岳
文
章
氏
に
よ
る
と
、
大
宝
二
年

の
戸
籍
用
紙
は
い
ず
れ
も
コ
ウ
ゾ
に
よ
る
溜
漉
の
も
の
で
、
美
濃
の
戸
籍
用
紙

は
西
海
道
の
筑
前
・
豊
前
の
も
の
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
優
秀
で
、
今
日
の

美
濃
の
紙
の
優
秀
性
は
そ
の
歴
史
が
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
お

大
宝
二
年
の
西
海
道
の
戸
籍
は
、
黄
色
に
染
め
た
紙
に
書
か
れ
た
黄
籍
で
あ
り
、

前
述
の
中
国
の
戸
籍
の
黄
籍
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
わ
れ

る
。

十
三
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十
四
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西
魏
(
北
朝
)
大
統
十
三
年
(
五
四
七
)
計
帳
(
=
戸
籍
)

大
宝
二
年
(
七
〇
二
)
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍

図一7 中国西魏戸籍と日本筑前戸籍の比較
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郡
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戸
籍
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院
宝
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但
し
中
国
戸
籍

の
黄
籍
は
庶
民
の
戸

籍
で
あ
っ
た
が
日
本

の
戸
籍
は
、
地
域
に

上
っ
て
黄
色
に
染
め

た
紙
を
用
い
た
の
で

あ
る
。

㈲
な
ぜ
現
存
し
た
か

奈
良
時
代
の
日
本
で

は
、
紙
が
ま
だ
大
変
貴

重
で
あ
っ
た
た
め
、
法

に
定
め
ら
れ
た
保
存
期

3
8
間
=
五
比
(
三
〇
年
)

出所:「戸籍時報」

を
経
過
し
て
廃
棄
さ
れ

た
戸
籍
が
断
簡
に
さ

れ
、
紙
背
文
書
と
し
て

国
家
機
関
で
再
利
用
さ

れ
た
り
払
い
下
げ
ら
れ

た
り
し
て
私
的
な
重
要

書
類
や
経
典
が
作
成
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
一
部
が

そ
の
後
も
大
切
に
保
存

さ
れ
た
た
め
戸
籍
が
多

数
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
な
ぜ
、
千
年
以
上

も
保
存
さ
れ
た
か
と
い

十

_L.

う
と
、
日
本
の
場
合
、
中
国
と
異
な
り
土
地
の
私
的
所
有
を
基
軸
と
し
て
存
地

領
王
制
が
展
開
し
、
そ
の
た
め
土
地
の
所
有
を
証
明
す
る
文
書
(
公
験
)
の
保

存
が
不
可
欠
と
な
り
、
封
建
制
が
消
滅
す
る
明
治
維
新
ま
で
大
切
に
保
管
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
勅
封
の
正
倉
院
に
多
数
の
戸
籍
が
保
存
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
拙
著
で
も
ふ
れ
た
。

以
上
、
古
代
戸
籍
は
紙
背
が
利
用
さ
れ
た
た
め
現
存
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
紙
背
利
用
の
実
際
が
わ
か
る
よ
う
な
太
宝
二
年
の
戸
籍
の
一
例
を
一
五
頁
に

掲
げ
た
。
こ
の
戸
籍
の
釈
文
は
一
四
頁
図
1
7
の
下
図
に
あ
げ
て
お
い
た
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
一
三
頁
5
、
の
㈲
で
述
べ
た
よ
う
に
戸
籍
の
受
田
面

積
の
個
所
は
本
文
と
異
筆
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
写
真
で
そ
れ
が
わ
か
る
で

あ
ろ
う
か
…
。
わ
か
り
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む

す

び

わ
が
国
の
古
代
戸
籍
は
、
中
国
か
ら
ど
の
よ
う
に
移
入
さ
れ
、
変
容
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
・
…
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
中
国
古
代
戸

籍
の
源
流
を
探
り
、
次
に
中
国
古
代
戸
籍
の
変
遷
を
み
て
き
た
と
こ
ろ
、
戸
籍

の
機
能
が
単
な
る
戸
口
調
査
台
帳
か
ら
租
税
台
帳
へ
と
変
化
し
、
そ
の
後
、
戸

籍
と
計
帳
の
二
つ
に
分
化
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
わ
が
国

の
古
代
戸
籍
で
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
初
は
税
の
対
象
と
な
る
男
子
だ

け
を
記
載
す
る
戸
籍
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
初
の
全
国
的
規
模
で
の
造
籍
と

な
っ
た
庚
午
年
籍
で
は
氏
姓
の
確
定
を
す
る
た
め
、
は
じ
め
て
女
子
が
戸
籍
に

記
載
さ
れ
、
そ
の
後
、
再
び
男
子
だ
け
の
戸
籍
に
戻
っ
た
が
、
庚
寅
年
籍
の
と

き
、
男
子
の
戸
籍
の
後
に
女
子
の
戸
籍
を
付
け
足
す
形
で
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
、

十
二
年
後
の
大
宝
二
年
の
戸
籍
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
男
女
混
合
し
て
記
載
す

る
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
る
上
う
に
な
る
。
戸
籍
か
ら
租
税
原
簿
が
分
化
し
て
「
計

帳
」
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
六
年
後
の
和
銅
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。
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